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シグマ委員会会合から 

 
以下に示すのは、シグマ委員会会合の議事録です。メーリングリスト JNDCmail でも議

事録が配布されます。また、核データセンターの WWW からも、シグマ委員会の会合予定
や議事録を見ることができます。 

――――――――――――― ◆ ――――――――――――― 
 

本委員会 
2002 年7 月 18 日（木）13:30～17:30 
霞山会館「さくら」 
出席者 ２５名 

 
配付資料 

1. 平成 13 年度シグマ特別専門委員会・シグマ研
究委員会本委員会議事録（案） 

2. 原子力の基礎をささえる核データの最新版
JENDL-3.3 を公開 

3. シグマ委員会 運営委員会議事概要 
4. 原子力学会 2002 年秋の大会 核データ・炉物
理特別会合プログラム 

5. 核データ部会の主な活動（2001 年 7 月～2002
年 6 月） 

6. 委員の交代 
7. 国内研究機関の核データ活動（大学関係） 
8. JCPRG 2001 年度活動報告 
8’. 英語版グラフ読み取り数値化システム
（SyGRD）の開発とインストール及びユーザ
ーズ・マニュアル 

9. 原研における核データ測定 
10. サイクル機構における核データ研究活動 
11. JENDL-3.3 の積分テスト 
12. 天体核データ評価ワーキンググループの設置

について 
13. 核データ専門部会の平成 13 年度活動報告と

14 年度の予定 
14. 炉定数専門部会の平成 13 年度活動報告と 14

年度計画 
15. 核燃料サイクル専門部会平成 13 年度活動報告

及び平成 14 年度計画 
16. 常置グループ活動報告 
17. 第 7 回原子力二法人統合準備会議資料第 2 号 

基本報告骨子案 
18. 日本原子力研究所における原子力基盤研究（核

データ・炉物理）の継承発展のための要望 
19. 科学と技術のための核データ国際会議

ND2001 開催結果について 
20. 2002 年核データ研究会プログラム（案） 
21. 核データ関連国際情勢 
 
主査及び委員長挨拶 
シグマ特別専門委員会の吉田主査及びシグマ研

究委員会の落合委員長より開会の挨拶があった。 

 
議事 
1. 報告事項 
1.1 JENDL-3.3 の公開 
長谷川氏より JENDL-3.3 が公開された旨、配付

資料 2 で報告された。 
 
1.2 運営委員会報告 
昨年の本委員会後に開催された運営委員会につ

いて議事概要を配付資料 3 に基づき、片倉氏が報
告した。  
 
1.3 原子力学会関係 
(1) 核データ・炉物理特別会合 
 中川氏が配付資料 4 に基づき、原子力学会 2002
年秋の大会の「核データ・炉物理特別会合」のテ
ーマについて報告した。 
(2) 核データ部会 
 小林氏が配付資料 5 に基づき、原子力学会「核
データ部会」の活動について報告した。 
 
1.4 その他 
 特になし。 

 
2. シグマ委員会人事 
2.1 委員の交代 
 中川氏が本委員の交代について配付資料 6 で報
告した。また、新規委員の関村氏、平山氏より挨
拶があった。 
 
2.2 主査改選 
 主査の改選が行なわれ、委員の互選により井頭
氏が主査に選任された。 

 
3. 国内研究機関の核データ活動 
3.1 大学関係 
 井頭氏が、配付資料 7 に基づき、大学関係での
核データ活動について報告した。資料は、核デー
タ国際会議、原子力学会等への投稿論文をまとめ
たものである。 
 
3.2 日本荷電粒子核反応データグループ 
 加藤氏が、配付資料 8 に基づき、荷電粒子核反
応データグループの活動について報告した。
NRDF のデータ入力についてウェブエディター
（HENDEL）が完成し、ブラウザーを通じてデー
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タを簡便に採録できる環境が出来た。 
 
3.3 原研 
 中川氏が、池田氏に代わり配付資料 9 で原研の
核データ測定について報告した。FNS、FCA 等で
積分実験、微分実験等が行なわれている。これら
の測定は、主に、核融合炉、加速器駆動炉、核変
換等への応用等を目的に行なっている。 
 
3.4 サイクル機構 
 石川氏が、配付資料 10 でサイクル機構の核デー
タ活動について報告した。LLFP の断面積測定、大
学への委託での MA、FP 断面積の測定、「常陽」
に関する炉心特性、崩壊熱測定等の他、炉定数の
作成を行なっている。 
 
3.5 その他 
 特になし。 

 
4. 特別講演 
4.1 JENDL-3.3 の積分テスト 
 高野氏が本年5月に公開されたJENDL-3.3 の積
分テストの結果について講演した。JENDL-3.3 は、
JENDL-3.2 で問題のあった中濃縮ウラン燃料熱中
性子炉心や U-233 小型高速炉炉心の実効増倍率の
過大評価の改善等が図られ ENDF/B-VI.5 や
JEF-2.2 よりも核特性の予測精度が良くなってい
る。ただ、Am-241 等の断面積評価の高精度化が望
まれている。 
 
4.2 天体核物理と核データ（天体核データ評価 WG
設置について） 
 千葉氏が、新しく設置する天体核データ評価WG
の背景、目的、目指すところ等について講演した。
元素合成に必要な核データの評価、整備により超
新星爆発のシミュレーション full reaction 
network を計算するための中性子捕獲断面積を整
備する。 

 
5. シグマ委員会平成 13 年度活動報告と 14 年度計
画 
5.1 核データ専門部会 
 井頭氏が配付資料13により核データ専門部会の
8 つの WG 活動について報告した。 
 (1) 高エネルギー核データ評価 WG 
 (2) 評価計算支援システム WG 
 (3) 荷電粒子核データ WG 
 (4) 遅発中性子 WG 
 (5) 中重核評価 WG 
 (6) 重核評価 WG 
 (7) FP 核データ評価 WG 
 (8) 天体核データ評価 WG 
 荷電粒子核データ WG、遅発中性子 WG、中重
核評価WG及び重核評価WGについてはWGのミ
ッションが終了したため13年度をもって終了した。
FP 核データ評価 WG 及び天体核データ評価 WG

は 14 年度に新設されたものである。 
 
5.2 炉定数専門部会 
 山野氏が配付資料 14 により炉定数専門部会の 4
つの WG 活動について報告した。 
 (1) リアクター積分テスト WG 
 (2) Shielding 積分テスト WG 
 (3) 標準炉定数検討 WG 
 (4) 中高エネルギー核データ積分テスト WG 
 JENDL-3.3 のベンチマーク解析、JENDL-3.2
の標準炉定数ライブラリーJSSTDL-300 の報告書
作成、高エネルギーファイルのベンチマーク解析
の準備等を行なっている。なお、リアクター積分
テスト WG のリーダーが高野氏から森氏に交代し
た。 
 
5.3 核燃料サイクル専門部会 
 片倉氏が配付資料15により核燃料サイクル専門
部会の 3 つの WG 活動について報告した。 
 (1) 崩壊熱評価 WG 
 (2) 核種生成量評価 WG 
 (3) 核分裂生成物収率評価 WG 
 なお、崩壊熱評価 WG では原子力学会の標準委
員会の「原子炉崩壊熱」や「MOX 燃料の崩壊熱」
の基準作成に出来るだけ協力する事にしているが、
積極的にできる事を提案していった方が良いとの
コメントが出された。 
 
5.4 常置グループ 
 中川氏が配付資料16により6つの常置グループ
について報告した。 
 (1) ENSDF グループ 
 (2) JENDL 編集グループ 
 (3) CINDA グループ 
 (4) 医学用原子分子・原子核データグループ 
 (5) 核データニュース編集委員会 
 (6) HPRL グループ 
 ENSDF グループが実施していた NSR（核科学
文献）ファイルのための国内の文献情報収集作業
は 13 年度から中止している。また、HPRL グルー
プは WPEC での HPRL 活動が中止されるため今
後日本のリクエスト・リストを纏める事を検討し
て行く。 

 
6. 二法人統合について 
6.1 統合準備の状況 
 落合委員長が現在検討されている原研、サイク
ル機構二法人の統合準備について統合準備会議の
議論を配付資料 17 により紹介し、説明した。 
 
6.2 文部科学省への要望書について 
 落合委員長が統合後の核データ研究の継承につ
いて文部科学省への要望書について配付資料18で
説明した。 
 議論の結果、配付資料では、原研の研究委員会
及び原子力学会の特別専門委員会の連名になって
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いるが、原研の研究委員会名のみで、要望を出す
事とした。 

 
7. 核データ国際会議 ND2001 の報告 
 長谷川氏が配付資料 19 で昨年 10 月につくば市
で実施した核データ国際会議 ND2001 について報
告した。参加者は、国外 40 カ国4 国際機関からの
207 名を含め、375 名であった。現在プロシーディ
ングの印刷中である。 

 
8. 2002 年核データ研究会 
 大澤氏が本年度の核データ研究会について配付
資料 20 で説明した。本年は 11 月 21、22 日の両
日に開催する予定である。JENDL-3.3 が公開した
ので JENDL-3.3 の話題を中心にプログラムを作
成した。核データライブラリーに対する産業界か
らの要望等もプログラムに組んである。 

 
9. その他 
9.1 核データ関連国際情勢 
 長谷川氏が配付資料 21 で IAEA の INDC 及び
NRDC 会合、NEA の WPEC 会合について報告し
た。INDC 会合では EXFOR 協力の強化策、核デ
ータ技術移転とトレーニング等について勧告を出
している。NRDC 会合では CINDA、EXFOR の現
状と今後について話し合われた。WPEC では
U-238 の熱領域での捕獲断面積の検討グループ（サ
ブグループ）が立ち上げられ日本も参加する事と
なった。 
 
9.2 その他 
特になし。 

 
運営委員会 

2002 年6 月 13 日（金）13:30～17:30 
住友原子力工業（株）会議室 
出席者 １４名 

 
配付資料 
1. シグマ委員会平成 13 年度第 3 回運営委員会議

事録（案） 
2. リアクター積分テスト WG 活動報告 
3. Shielding 積分テスト WG 平成 13 年度活動報

告及び平成 14 年度計画（案） 
4. 標準炉定数検討 WG 活動報告 
5. 中高エネルギー核データ積分テスト WG 平成

13 年度活動報告及び平成14 年度活動計画（案） 
6. 崩壊熱評価ワーキンググループ平成 13 年度成

果と平成 14 年度計画 
7. 核種生成量評価 WG の平成 13 年度活動報告と

14 年度計画 
8. 核分裂生成物収率データ評価 WG の平成 13 年

度活動報告及び平成 14 年度活動計画 
9. ENSDF グループ活動報告 
10. 新ワーキンググループの設置について（提案） 
11. 2002 年核データ研究会の開催について 

12. シグマ特別専門委員会・シグマ研究委員会本委
員会議題案 

13. 次期 JENDL 検討委員会 
14. INDC（国際核データ委員会）第 24 回会合報告 
15. NRDC（核反応データセンターネットワーク）

2002 年センター長会合報告 
16. 原子力学会 2002 年秋の大会核データ・炉物理

特別会合プログラム 
 
議事 
I. 議事録確認 
1. 前回運営委員会の議事録確認 
 配付資料1の平成13年度第3回運営委員会の議
事録について確認が行われ、了承された。 
 
II. 審議事項 
1. 炉定数専門部会 13 年度活動報告と 14 年度予定 
(1) リアクター積分テスト WG 
 配付資料 2 に基づき、森グループリーダーが説
明した。13 年度には JENDL-3.3 のベンチマーク
計算を、熱中性子炉、小型高速炉、大型高速炉に
ついて実施し、ENDF/B-VI.5 や JEF-2.2 と比べ良
好な結果を得た。また、SUS 反射体を持つ高速炉
心解析、MISTRAL 実験解析、JENDL-3.3 を用い
た PWR 燃焼計算を実施した。14 年度はリーダー
が高野氏から森氏に交代した。JENDL-3.3 に基づ
く、各種ライブラリーを公開する。また、最終版
JENDL-3.3 を用いて各種ベンチマークテスト、感
度解析等を実施する。 
質疑応答は以下の通り。 

Q. PWR のベンチマークテストはどこが実施した
のか？ 

A. メーカーが独自に実施した。良好な結果が得ら
れている。 

Q. MISTRAL の解析で実効増倍率の過大評価の原
因は分かっているのか？ 

A. ENDF でも JEF でも過大となる。MISTRAL
のデータは全部公開になっているわけではな
いので良く分からないところもある。 

Q. 241Am の熱中性子捕獲断面積データは、2 種類
あるというが、JENDL はどの辺にあるのか。 

A. 約 600 b と約 800 b の2 つに分けられる。800 b
は高すぎると思われる。JENDL は 600 b の方
に近い。 

C. 14 年度の作業として、高速炉の感度解析もやり
たい。 

 
(2) Shielding 積分テスト WG 
 配付資料 3 に基づき、山野グループリーダーが
説明した。13 年度には Al、Si 等の中重核について
テストした。テスト結果は核データ国際会議
（ND2001）で報告した。平成 14 年度には、Cr、
Na等のJENDL-3.3 公開版によるベンチマーク解
析結果を再確認し、ベンチマーク結果をまとめた
報告書を作成する。また、原子力学会の標準委員
会における遮蔽群定数ライブラリーの標準化に対
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しての具体的協力方法を検討する。 
質疑応答は以下の通り。 

Q. JENDL-3.3 のベンチマークテストには、何のコ
ードを使うのか？ 

A. MCNP 等を使う予定である。なお、ベンチマー
ク結果を WWW に載せて欲しいとの要望があ
るので、結果をまとめた文書を中川氏へ渡した。 

 
(3) 標準炉定数検討 WG 
 配付資料 4 に基づき、瑞慶覧グループリーダー
が説明した。13 年度は、遮蔽用標準ライブラリー
JSSTDL-300 の公開レポートの原稿を作成した。
また、今後の標準炉定数ライブラリーの検討のた
め、各種のライブラリー作成計画を調査した。原
子力学会標準委員会との関係について議論したが、
まだ、対応の仕方については結論が出ていない。
14 年度は将来の炉定数ライブラリーや、原子力学
会標準委員会への対応を検討する。 
質疑応答は以下の通り。 

Q. MCNP 用のライブラリー作成は核データセン
ターの担当になっているがこれで良いのか？ 

A. 核データセンターで作成する。 
C. 学会の標準化については前向きに検討して欲

しい。 
 
(4) 中高エネルギー核データ積分テスト WG 
 配付資料 5 に基づき、山野グループリーダーが
説明した。13 年度は、核データの定数処理及び輸
送計算に用いるNJOY99及びMCNPXの整備を行
い、断面積処理上の問題点を抽出した。14 年度に
は今後ファイル化される JENDL-HE を処理して
MCNPX 用ライブラリーを作成し、ベンチマーク
解析を実施する。また、陽子入射データについて
NJOY の断面積処理法の検討、MCNPX の適用性
を検討するとともに、MVP、ANISN 等の輸送計
算コードに対する適用について検討する。 
質疑応答は以下の通り。 

Q. JENDL-HEのβ版とは何か？ 
A. テスト用にFeとCrのデータを格納したファイ

ルである。 
 
2. 核燃料サイクル専門部会 13 年度活動報告と 14
年度予定 
(1) 崩壊熱評価 WG 
 配付資料 6 に基づき、吉田グループリーダーが
説明した。13 年度には JENDL FP 崩壊データフ
ァイルに関する崩壊熱やスペクトル計算を実施し、
各種測定値や ANS-5.1 スタンダードとの比較等を
行った。また、アクチニド崩壊熱へのデータニー
ズを調査するとともに今後の活動について検討し
た。ヨーロッパのグループによる FP のベータ強度
関数の測定計画に関し、測定核種の選定に協力し
た。14 年度には、崩壊データファイルを基に FPGS
や ORIGEN2 用のライブラリーを作成するととも
に、アクチニド崩壊熱のための基礎データの収
集・整理に着手する。また、ヨーロッパのベータ

強度関数の測定計画に出来るだけ関与し、理論計
算の妥当性をチェックして行く。さらに、原子力
学会標準委員会発電炉専門部会の新規標準（原子
炉崩壊熱及び MOX 燃料に使用するアクチニド崩
壊熱）作成に協力する。 
質疑応答は以下の通り。 

C. 学会の標準化については、積極的に参加するよ
う部会に入って議論に加わった方が良い。 

Q. アクチニド崩壊熱に関する活動は、収集して整
理するだけか？誤差等の評価は行わないの
か？ 

A. アクチニドの崩壊データは、誤差も含め一応あ
ると認識している。 

 
(2) 核種生成量評価 WG 
 配付資料 7 に基づき、奥村専門委員が内藤グル
ープリーダーの代わりに説明した。13 年度は
SWAT による PWR 燃焼計算から核種生成量に対
する核データ依存性（JENDL-3.2、JEF-2.2 及び
ENDF/B-VI による違い）を検討した。また、
ORIGEN コードによる予測精度評価、要求精度の
調査、スペクトルインデックスによる補正の検討
等を行った。14 年度は、JENDL-3.3 に基づく、
ORIGEN 用のライブラリーを作成する。また、軽
水炉照射後試験の解析、高速炉における生成量の
評価等を進める。 
質疑応答は以下の通り。 

C. JENDL-3.3 による ORIGEN 用のライブラリー
は高速炉用も平行して作って欲しい。 

Q. 14 年度計画の高速炉での生成量評価に
JENDL-3.3 が入っていないのはなぜか？ 

A. 予定を作成した当時は JENDL-3.3 がまだ公開
されていなかったので入れていなかった。
JENDL-3.3 が公開されたので、当然入れるべ
きである。 

Q. JEFF-3 はいつでるのか？ 
A. もうでているが、まだ、問題がありそうだ。 
 
(3) 核分裂生成物収率評価 WG 
 配付資料 8 に基づき、片倉グループリーダーが
報告した。13 年度には 5 Gaussian ベースのシス
テマティックスを検討し、入射エネルギー100 
MeV 程度まで適用可能な新しいパラメータの目処
をつけた。また、高エネルギー領域の核分裂に対
して QMD+SDM モデルの検討を行い、モデルで
使用する準位パラメータのシステマティックスを
求めた。14 年度はこのシステマティックスを用い
て、IAEA の CRP におけるベンチマーク計算を実
施する。また適用範囲の検討を行う。 
 
3. 常置グループ 
(1) ENSDF グループ 
 配付資料 9 に基づき、喜多尾グループリーダー
が説明した。13 年度には A=120、126、128 の改
訂が終了し、BNL へ送付した。A=128 は Nuclear 
Data Sheets に掲載された。14 年度も日本の分担
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範囲の質量数について引き続き改訂作業を実施す
る。また、ユーザー向けのデータの編集としてマ
イナーアクチニドのγ線表をまとめるとともに、
WWW 用核図表のデータを更新する。 
質疑応答は以下の通り。 

Q. 日本の分担の 12 質量は多いか？米国では９
割以上を担当しておりロードが多すぎるとの
不満がある。 

A. 日本の分担をこれ以上増やすことは出来ない。
世界中どこも同じだが人材がいない。 

 
4. 天体核物理のための新 WG 
 配付資料 10 に基づき、千葉専門委員が新しい
WG として「天体核データ評価ワーキンググルー
プ」の設置について提案した。 
議論の結果、新ワーキンググループの設置は承

認された。なお、以下のコメントが出された。 
C. 実際に元素合成のネットワーク計算を実施し

ている若い人をワーキンググループに入れる
よう考えた方が良い。 

 
5. 2002 年核データ研究会 
 配付資料11に基づき、千葉専門委員が説明した。
昨年は ND2001 があったため研究会は実施しなか
ったが、本年は 11 月 21 日、22 日に予定している。
JENDL-3.3 が公開されたので、その作成・検証結
果と今後の課題を中心に開催する。旅費は厳しく
なっており、審査の上支給することになる。なお、
論文締めきりは 6 月 26 日で実行委員会を 6 月 28
日に予定している。 
 
6. シグマ委員会委員について 
 長谷川委員がシグマ委員会委員の見直しについ
て説明した。委員会委員を削減する必要があり、
やむなく定年制を設けさせてもらった。この結果、
本委員、WG メンバーから 6 名抜けることとなっ
た。宜しくお願いしたい。但し、会合への参加は
可能である。 
 
7. 本委員会について 
 配付資料 12 に基づき、中川幹事が説明した。本
委員会を 7 月に予定している。日程、特別講演の
演題について議論して欲しい。 
 日程については、7 月 18 日（木）を第1 候補と
し、7 月 19 日（金）を第2 候補として調整するこ
ととなった。演題については、 
(1) 天体物理と核データについて（千葉氏） 
(2) JENDL-3.3 のベンチマークのまとめ（高野氏

または森氏） 
の 2 件に決定した。 
 
8. 次期 JENDL 検討委員会について 
 配付資料 13 に基づき、長谷川委員が説明した。
次期 JENDL のために検討委員会を設けて検討し
てもらいたい。グループリーダーとして柴田氏に
お願いしたい。メンバーについては事後承認でお

願いしたい。 
 議論の結果、来年 3 月までのアドホック委員会
として、「次期 JENDL 検討小委員会」を設置し、
検討してもらうこととなった。 
 
III. 報告事項 
1. 国際協力関係 
 配付資料 14、15 に基づき、長谷川委員が国際核
データ委員会、核反応データセンターネットワー
クセンター長会合について報告した。国際核デー
タ委員会では、今後の IAEA の核データセクショ
ンのあるべき方向について議論した。核反応デー
タセンターネットワークセンター長会合では、各
地域センター間で格差の大きいデータコンパイレ
ーションの活性化策が話し合われ新たな協力の枠
組みが決められた。 
 
2. 核データ・炉物理特別会合 
 配付資料 16 に基づき、中川幹事が報告した。9
月 15 日に 4 件 2 時間枠で予定している。 
 
3. 核データ部会関連 
 吉田主査が日韓ジョイントセッションについて
報告した。核データ関連では、吉田氏と李氏が参
加した。秋には PHYSOR があるためジョイントセ
ッションは設けない予定である。 
 
IV. その他 
1. 確認事項 
(1) 宿題事項の確認 
 特になし 
(2) 次回日程とオブザーバー 

10 月 21 日の週を予定しておき、9 月になってか
ら委員の都合を聞き決定する。 
 
 

次期ＪＥＮＤＬ検討小委員会 
2002 年10 月 30 日（水）13:30～17:10 
住友原子力工業（株）会議室 
出席者 １２名 

 
配付資料 
J4-10 加速器を用いた中性子捕捉療法照射シス

テムに於ける核データの取り扱い（古林） 
J4-11 小型陽子加速器による病院併設型 BNCT

照射システム（古林） 
J4-12 JENDL-4 に対する核融合分野からの要

望（西谷） 
J4-13 高エネルギー加速器遮蔽に於ける核デー

タライブラリーの必要性について（中島
宏） 

J4-14 JENDL-4 に対する臨界安全からの要望
（中島健） 

 
議事 
1. 前回議事録確認 
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 前回議事録を無修正で承認した。 
 
2. 加速器を用いた BNCT 照射システムにおける
核データニーズ 
 古林氏が加速器を用いた BNCT 照射システムの
観点から、必要核データについて報告した。（配
付資料 J4-10、J4-11）中性子源としての 7Li(p,n)
反応（閾値：1.881MeV）の閾エネルギー付近の断
面積・角度分布データ及び被曝の観点から
7Li(p,nγ)、7Li(p,pγ)断面積の評価が必要となる。 
 
3. 核融合分野からの JENDL-4 に対する要望 
 西谷氏から配付資料 J4-12 に基づき、具体的な
要望が提出された。以下にそれを掲げる。 
* 中性子増倍材(n,2n)データの精度向上（Be, Zr, 

Pb） 
* ガンマ線生成データの充実。Zr, V の(n,γ)データ。

Sn 同位体へのガンマ線データの付与。 
* OKTAVIAN、FNS 積分実験解析から要再検討デ
ータ。Li, C, F, Al, Si, V, Ti, Fe, Co, Ni, Zr, Mo, 
Nb, W。 

* KERMA の計算のため、軽核からの荷電粒子スペ
クトル（PKA を含めて）が必要。 

* 荷電粒子（p, d, t, 3He, 4He）入射反応断面積及
び放出粒子スペクトル。プラズマ診断（例えば、
9Be(p,α)）、低放射化材料中でのシーケンシャル
反応評価（例えば、48Ti(p,n)）、プラズマに面す
る材料の不純物保持量評価（(p,x)、(d,x)、(α,x)
反応）等のため。 

* IFMIF 用の核データ：中性子入射反応では、最
大エネルギーを 60MeV に拡大する必要がある。
40MeV 以下の重水素入射反応データは、ターゲ
ットからの中性子生成評価、構造材の放射化評価
に必要となる。 

* 核データの不確かさが核融合炉の設計、安全性評
価に与える影響を明らかにする上で、誤差データ
が必要である。 

 
4. 核変換からの JENDL-4 に対する要望 
 辻本氏がADS による未臨界炉における核データ
の問題点について報告した。燃焼反応度変化を精
度良く予測するために、マイナーアクチニド（MA）
核種データの精度向上が望まれる。現時点では、
UO2燃料からの MA を装荷した初期炉心の中性子
実効増倍率は、ライブラリー間で 1%、MOX 燃料
の場合は 2～3%程度ばらついている。MA の断面
積、ν及び核分裂収率データの精度向上が望まれる。
また、誤差データも重要である。 
 
5. 高エネルギー核データの重要性 
 主に加速器遮蔽の観点から纏められた中島（宏）
氏の資料（J4-13）を柴田委員が代読した。散乱断
面積、核種生成及び放射化断面積、核分裂断面積
について核種毎のニーズ及び優先順位が与えられ
ている。中島氏は、これらのデータは、汎用ライ
ブラリーよりは特殊目的ファイルとして扱った方

が良いのではとコメントしている。 
 
6. 臨界安全から JENDL-4 に対する要望 
 中島（健）氏からの電子メール（J4-14）を柴田
委員が代読した。以下のような要望があった。 
* 一般論として、235,238U、238,239,240,241,242Pu 断面積
の精度維持・向上を希望する。 

* MA、特に、241Am、242,244Cm の吸収断面積の精
度向上を希望する。 

* PIE解析結果から、147,149,152Sm、155Gd データの
精度が不十分である。150Sm、143,145Nd、133Cs、
153Eu、103Rh、99Tc、95Mo も含めて、吸収断面
積の精度向上を期待する。 

* 鋼材、コンクリートの構成元素データの精度維
持・向上を希望する。 

* 有機溶媒中の水素の散乱則データが望まれる。 
 
7. その他 
 次回会合まで各分野からの要望の聞き取りをお
こない、その後、2 回の会合で本小委員会での議論
を纏める。 
 
次回会合 
日時：2002 年12 月 19 日（木）13:30～17:00 
場所：住友原子力工業会議室 
トピックス（予定） 
 天体核データ（原研 千葉氏） 
 PKA、損傷データ（東大 関村氏） 
 原子力ダウンストリーム（田原委員があたる） 
 放射性医薬品製造（医学用 WG で推薦して頂く） 
 
 

2002 年12 月 19 日（木）13:30～17:20 
住友原子力工業（株）会議室 
出席者 １１名 

 
配付資料 
J4-15 バックエンドからの次期 JENDL-4 への要

望（坂下） 
J4-16 放射性医薬品利用の観点から（尾川） 
J4-17 天体核データ評価ワーキンググループのス

コープ（千葉） 
J4-18 JENDL-4 評価体制に対するコメント（河

野） 
 
議事 
1. 前回議事録確認 
 前回議事録を無修正で承認した。 
 
2. バックエンドからの要望 
 坂下氏が、バックエンドの観点から以下のよう
な核データに対する一般的な要望を説明した。
（配付資料 J4-15） 

* 材料開発、燃焼度クレジット等の設計高度化に
対応できるように、ライブラリー収納核種数は
なるべく多くしてほしい。 
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* 天然元素データを収納してほしい。（炉定数の
レベルであればよい。） 

* ORIGEN 用ライブラリーの精度向上。 
* 燃焼度クレジット導入の観点から、FP 及びア
クチニド核種データの精度向上。 

* キャスクの遮蔽設計からは、使用済 MOX 燃料
での2次ガンマ線生成量評価の精度向上を期待
する。（UO2燃料に比べ、中性子強度が 1 桁上
昇。） 

 
3. 放射性医薬品利用の観点からの要望 
 尾川氏が核医学診療に於ける放射性医薬品利用
について報告した。（配付資料 J4-16）核医学では、
現在、15 核種が放射性医薬品として使われている。
必要な崩壊データは、殆どそろっているが、
Sm-153、Re-186等のデータが必要とされている。 
 
4. 天体核データ評価 
 千葉氏がシグマ委員会に於ける天体核データ評
価計画を配付資料 J4-17 に基づき報告した。r-プロ
セス・ネットワーク計算を行うために 3000 核種以
上の核データが必要となる。不安定核の中性子反
応データはJENDL-4のFPデータとしても使える
可能性がある。 
 
5. JENDL-4 評価体制について 
 河野氏が以下のような JENDL-4 の評価体制に
関するコメントを発表した。 

* 新たに行う評価作業は基本的に核データセン
ターが行い、他の研究機関・企業への委託、外
注を減らす。 

* 諸外国のプロジェクトとの連携を強化する。
JEFF、ENDF との連携を進めるが、これは統
一ライブラリーの作成を意味しない。 

* すぐに成果が期待できるものとしては、FP 核
データ、天体核データ、MA 核データが挙げら
れる。 

* JENDL-4 作成においては、常に核データセン
ターがイニシアティブをとる。 

 
6. 損傷用核データ 
 深堀氏が、12 月 11 日サイクル機構大洗工学セ
ンターで開催された材料損傷に関する研究会で出
された核データへの要求について報告した。 

* ガス生成ライブラリーが必要である。 
* DPA 断面積を計算するために、荷電粒子スペ
クトル（PKA を含めて）をライブラリーに含
めてほしい。 

* 59Ni 及び Dy のデータが必要である。 
 
7. その他 
 これまでの各分野からの JENDL-4 に対する要
望を考慮して、今後、2 回の会合で JENDL-4 のス
コープ、開発体制を議論する。 
 
次回会合 

 日時：2003 年1 月 30 日（木）13:30～17:00 
 場所：住友原子力工業会議室 
 
 
核データ専門部会 
高エネルギー核データ評価ＷＧ 

高エネルギーファイル作成ＳＷＧ 
2002 年7 月 30 日（金）13:30～17:00 
住友原子力工業（株）会議室 
出席者 １１名 

 
配布資料： 
・高エネルギーファイル作成 SWG 平成 14 年度第

1 回会合議事録（案） 
・HE-F-02-07 炭素、シリコン、マグネシウムの

評価進捗状況(X)（渡辺） 
・HE-F-02-08 14N, 16O 評価の現状（村田） 
・HE-F-02-09 クロム同位体の評価作業について

(13)（小迫） 
・HE-F-02-10 Cu-63, 65 評価の現状（山野） 
・HE-F-02-11 Cl, Ga, As の評価(3)（渡部） 
・HE-F-02-12 タングステン、ニオブ、ジルコニ

ウムの進捗状況（執行） 
・HE-F-02-13 JENDL High Energy File ファイ

ル化の現状（深堀） 
・HE-F-02-14 高エネルギー関連ファイル微分レ

ビューマニュアル（案）（深堀） 
 
議事： 
1. 前回議事録確認 
 「高エネルギーファイル作成 SWG 平成 14 年度
第１回会合議事録（案）」の確認を行い、下記の
箇所を修正後、承認された。4.5 節中の表現に対し
て、 
修正前：入射エネルギー150MeV 以上のγ線生成断

面積計算について、 
修正後：入射エネルギー150MeV 以上のγ線生成断

面積計算（小迫委員担当）について、 
 
2. 報告事項 
深堀委員より、ND2001 のプロシーディングス

の印刷・出版状況及び 2002 年の核データ研究会の
準備状況について報告があった。 
 
3. 評価の進捗状況 
3.1 C, Si, Mg 
 配布資料 HE-F-02-07 を用いて、渡辺委員より
C, Si, Mg の評価の進捗状況が報告された。C-12
については、新たに(p,d)及び(n,d)反応の基底状態
遷移に対する DWBA 計算を追加し、GNASH 計算
を終えた。ファイル化で必要な DDX の CM 系から
Lab 系への変換処理では、前平衡成分（Kalbach
系統式）と平衡成分（運動源模型）に分けた処理
方法を用いることにした。Si と Mg については、
修正 OMP を用いて GNASH の再計算を行った。
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QMD/GEM 計算結果との接続エネルギーを検討後、
ファイル化を終える予定である。 
 
3.2 14N, 16O 
村田委員より、配布資料 HE-F-02-08 を用いて、

14N と 16O の評価進捗状況が報告された。150MeV 
(p,xp)反応の DDX 実験データと比較した結果、前
方角における高エネルギー領域のスペクトル形状
に問題があり、DDX 評価値作成にはさらに検討が
必要であることが示された。又、今後は、150MeV
以下の JAM 計算を行い、EXFION 計算と JAM 計
算との接続について検討する予定である。 
 
3.3 Cr, Ti, Mn, Ca, K, Zn 
 配布資料 HE-F-02-09 を用いて、小迫委員より
評価進捗状況が報告された。コメント部を除き、
担当核種の評価・ファイル化作業がすべて終了し
た。評価結果の一例として、Cr-52 に対する陽子入
射反応の結果が示された。今後は、小田野委員か
ら引き継いだ Co-59 の評価ならびに 20MeV 以下
の Zn の仮評価ファイル作成を予定している。さら
に、NJOY 等の処理コードに対する現行ファイル
形式の適応性を調べる予定である。 
 
3.4 63,65Cu 
 山野委員より、配布資料 HE-F-02-10 を用いて、
担当核種 63,65Cu の評価進捗状況が報告された。中
性子入射に対しては、評価作業をほぼ完了し、核
種生成断面積に対する GNASH と JAM 計算結果
の接続を個々の同位体について行っている。陽子
入射については、DDX や SDX ばかりでなく、TTY
測定値との比較も行った。今後は最適な Kalbach
定数をサーチし、中性子入射と同様に核種生成断
面積に対する接続処理を個々に進めていく予定で
ある。 
 
3.5 Cl, Ga, As 
 渡部委員より、配布資料 HE-F-02-11 を用いて、
担当核種Cl, Ga, Asの評価進捗状況が報告された。
GNASH 計算で使用する OMP の検討を中性子入
射の全断面積と弾性散乱断面積に対して行い、
200MeV 以下の領域で適用可能なグローバルな核
子 OMP である Koning の OMP を使用することに
した。今後は、この OMP を使った GNASH 計算
を行う予定である。 
 
3.6 W, Nb, Zr 
執行委員より、配布資料 HE-F-02-12 を用いて、

担当核種 W, Nb, Zr の評価進捗状況が報告された。
中性子入射中性子生成の評価においては、巨大共
鳴（GDR, GQR, LEOR）を考慮した。200MeV 以
下の領域に対する W 同位体及び Nb のファイル化
を終了した。Zr 同位体については評価作業を終え、
ファイル化を実施中である。 
 
3.7 その他 
 深堀委員より、小田野委員及び義澤委員から引

き継いだ核種の評価状況について説明があった。
小田野委員担当分の 197Au については、引き継ぎ
段階で OMP 決定作業は終えている。義澤委員担当
の Fe 及び Ni については250MeV までのファイル
化が一応完成済みである。F, Na, Ar, V, Yについ
ては OMP の決定を終えた段階で、今後 GNASH
計算が必要である。 
 
4. 微分レビューについて 
 配布資料 HE-F-02-13 を用いて、現在までのフ
ァイル化作業の現状報告ならびにレビュー担当者
の確認を行った。W 同位体のレビュー担当者を川
合委員から日野委員へ変更する提案がなされた。
また、微分レビュー方法について、深堀委員より、
配布資料 HE-F-02-14 を用いた説明があった。今
後は、ファイル化が終了した核種から早急に微分
レビュー作業に入る予定である。 
 
次回会合は 10 月 28 日（月）を予定。 

 
 

2002 年10 月 31 日（木）13:30～17:00 
住友原子力工業（株）会議室 
出席者 ８名 

 
配布資料： 
・高エネルギーファイル作成 SWG 平成 14 年度第

2 回会合議事録（案） 
・HE-F-02-15 炭素、シリコン、マグネシウムの

評価進捗状況(XI)（渡辺） 
・HE-F-02-16 14N, 16O 評価の現状報告（村田） 
・HE-F-02-17 クロム同位体の評価作業について

(14)（小迫） 
・HE-F-02-18 重核の評価結果（深堀） 
・HE-F-02-19  JENDL High Energy File ファイ

ル化の現状（深堀） 
・HE-F-02-20 Cu-63, 65 評価の現状（山野） 
 
議事： 
1. 前回議事録確認 
 「高エネルギーファイル作成 SWG 平成 14 年度
第 2 回会合議事録（案）」の確認を行い、承認さ
れた。 
 
2. 報告事項 
1) 深堀委員から、核データ研究会の準備状況につ
いて報告があった。 

2) 深堀委員より、ENDF-7 フォーマットへの要望
として、本 SWG から、MF=6, MT=2 に対して、
ラザフォード散乱断面積比をオプションとして
追加する提案をした旨報告があった。 

3) 渡辺委員から、来春、佐世保で開催予定の原子
力学会春の大会について紹介があった。 

 
3. 評価の進捗状況 
3.1 C, Si, Mg 
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 配布資料 HE-F-02-15 を用いて、渡辺委員より
C, Si, Mg の評価の進捗状況が報告された。C-12
の核種生成断面積については、JQMD/GEM 計算
結果を陽子入射実験データ（1.05GeV と 2.1GeV）
に規格化し、GNASH 計算結果と 50～150MeV 間
で接続することで、評価を終えた。評価済みの(p,n)
反応 DDXデータを TTY 実験データの解析に適用
し、実験値との良い一致が得られた。C-12 につい
ては、20MeV 以上の評価結果がファイル化された。
今後は C-13 の断面積評価に着手する予定。Si はす
でにファイル化を終え、Mg については GNASH
計算の最終チェックを行っており、11 月中にはフ
ァイル化終了の予定である。 
 
3.2 14N, 16O 
村田委員より、配布資料 HE-F-02-16 を用いて、

14N と 16O の評価進捗状況が報告された。(p,xp)反
応 DDX 計算に関して、mEXIFON コードの 2 体
力強度パラメータ F0 を調整することで実験値と
の一致が改善されることが示された。150MeV 以
下に対する JAM の追加計算が終了し、今後は、
mEXIFON 及び JAM の計算結果と実験データを
総合的に判断して、最終的な評価値を確定し、フ
ァイル化を行う予定である。 
 
3.3 Cr, Ti, Mn, Ca, K, Zn, Co, V, Ar 
 配布資料 HE-F-02-17 を用いて、小迫委員より
評価進捗状況が報告された。これまで評価した K, 
Ca, Ti, Mn, Cr, Zn 同位体に対して、1 部修正した
GNASH コードによる再計算を行い、第３次評価
ファイルを作成中である。追加担当分の Co-59 の
評価を終了し、残りの V-51、Ar-36,38,40 の評価
を準備中である。又、ファイル化終了核種に対す
るレヴューキット作成作業を11月中以降に実施予
定である。なお 5 月 31 日に配布した 150MeV 以
上のガンマ線生成断面積の修正版を作成し、核デ
ータセンターへ送付した旨報告があった。 
 
3.4 63,65Cu 

 山野委員より、配布資料 HE-F-02-20 を用いて、
担当核種 63,65Cu の評価進捗状況が報告された。
80MeV まで拡張した JQMD/GEM 計算を終え、
DDX及び核種生成断面積のGNASH計算結果との
接続（100MeV～250MeV の範囲）を検討中である。
陽子入射については、TTY 測定値との比較を行い、
(p,n)反応 DDXデータの調整を行った。今後は、核
種生成断面積に対する接続処理を個々に進め、フ
ァイル化を終える予定である。 
 
3.5 重核 
 深堀委員より、配布資料 HE-F-02-18 を用いて
重核（ 235U, 238U, 239Pu, 240Pu, 242Pu, 237Np, 
241Am）に対する 250MeV までの評価結果が報告
された。標準断面積である 235U(n,f)断面積は、
JENDL-3.3 (<20MeV)、IAEA の標準断面積(20～
90MeV)と FISCAL 計算（>90MeV)を組み合わせ
て評価した。GNASH の前平衡 2 粒子放出計算に
修正を加えて、DDX 実験データとの一致が改善さ
れた。本評価の最終結果は、JAERI-Research と
して印刷中である。今後は、250MeV 以上のJAM
計算との接続を行い、3GeV までのファイル化を終
える予定である。 
 
4. ファイル化の現状のまとめと微分レビューにつ
いて 
 深堀委員より、配布資料 HE-F-02-19 を用いて、
ファイル化作業の現状が報告された。250MeV 以
下データに対する評価は、63 核種終了し、18 核種
が進行中である。その内、ファイル化済みの核種
は 51 核種になった。今後は、順次、微分レヴュー
キットを作成し、レビュー作業に入る予定である。
優先度 2 及び 3 の核種に対する担当者の割り振り
については、レビュー経験を反映させて次回まで
に決定することにした。 
 
次回会合は 1 月 31 日（金）を予定。 
 

 
――――――――――――― ◆ ――――――――――――― 

 
 


